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鉄道労連盛岡地連事件 （※欄外参照）

 
　鉄労が、「動労と過激派との関係や盛岡事件に見ら
れる組合員不在の組織運営」等の理由で鉄道労連の
解消を表明。「鉄産労とのゆるやかな協議会」設置を
発表。
　しかし、発足間もないJR各社の経営状況や労使関係
を危惧する経営陣、そして鉄労内部からの反発もあり約 
2週間後に撤回、鉄道労連への加盟を決定。結果、全
国的に鉄道労連の各級機関の鉄労系役員の内、鉄道
労連解消に動いた鉄労役員が動労系役員によって選
別排除される。

鉄労解散大会「鉄道労連への加盟を決定」

西鉄労第2回大会「完全統一、単一組織として成立」 
（西鉄労と JR 西日本鉄輪会との統一）

日本労働組合総連合（連合）統一大会
78組織、約800万人

清算事業団の終了に伴い
最終の職員募集を打診される。

JR東労組が臨時大会を開催し、ストライキを実施して、
再採用要請をはね退けると「スト権確立」を提起

JR総連第5回定期大会で「スト権確立とスト指令権の
JR総連への委譲」「スト権の通年確立」を提起

JR西労組（今大会から略称を変更）第5回定期中央本
部大会
　清算事業団から職員採用（最終）に対するJR総連の
スト権問題について職場討議を決定。

　JR西労組第8回中央委員会で、職場討議の結果とし
て JR総連へのスト権移譲には反対の意見が大勢を占
めたこと、そして「単組の主体性の堅持、自主性の発揮、
組織介入を許さない」ことを確認。
　JR総連は全ての機関会議でJR西労組批判を展開。

　JR西労組第9回中央委員会、大松執行委員長挨拶
で「JR総連との断絶、鉄産労と統一を呼びかける」と発
言、中央執行委員5名（旧動労系）が挨拶に反対し議場
を退席、羽淵書記長が病気休職中の為、委員会定足数
に足らず中央委員会は休会となる。

 鉄産総連第7回拡大中央委員会、村吉委員長挨拶
で「大同団結は、安定した労使関係と小異は捨てて大
同につくことが重要だ。JR西労組が鉄産労との統一
と大同団結を中央委員会で提唱したが、原則として歓
迎だ」と発言。

　JR西労組中央執行委員会を招集するも中央執行部 
5名と病欠1名の欠席で成立条件が満たされず不成立。

　JR西労組再開中央委員会も執行部5名と病欠1名
の欠席で流会、代議員総会で当面の方針を決定。4月 
2日にJR総連に断絶を通知。

JR西労組再々開中央委員会も執行部5名と病欠1名
の欠席で流会。

信楽高原鉄道列車衝突事故、42名死亡、614名が重
軽傷を負う大惨事

　代議員129名がJR西労組臨時大会開催を請求。臨
時大会招集するも執行部5名と病欠1名の欠席で大会
不成立。

【旧動労系組合員がJR西労組を脱退、
JR西労を結成】
 国鉄精算事業団職員の最終採用問題をめぐったJR 
総連へのスト権及びスト指令権移譲賛成の旧動労系
組合員がJR西労組を脱退。

　西日本鉄産労第32回中央執行委員会で「JR西労組
との組織統一をめざす職場討議開始の方針」を決定。

JR発足から新生JR西労組結成、第5回定期大会までの歴史［年表］
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ス
ト
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に
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を
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す
る
Ｊ
Ｒ
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ま
で
の
流
れ

　

前
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、早
期
退

職
や
再
就
職
に
応
じ
な
か
っ
た
国

鉄
の
余
剰
人
員
へ
の
対
策
と
し
て
、

Ｊ
Ｒ
発
足
後
も
国
鉄
清
算
事
業

団
が
、3
年
間
は
就
職
支
援
を
行

う
こ
と
と
な
って
い
ま
し
た
が
、政
府

は
Ｊ
Ｒ
本
州
3
社
と
Ｊ
Ｒ
貨
物
に

2
次
に
わ
た
り
事
業
団
職
員
の
追

加
採
用
を
要
請
し
、各
社
は
こ
れ
を

受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

1
9
9
0
年
2
月
に
政
府
が
最
後

の
要
請
を
行
っ
た
の
に
対
し
、Ｊ
Ｒ

総
連
、Ｊ
Ｒ
東
労
組
は「
国
鉄
改
革

の
本
旨
に
反
し
、改
革
の
苦
労
を
し

な
か
っ
た
者
を
今
さ
ら
救
う
べ
き
で

な
い
」と
し
て
、Ｊ
Ｒ
への
政
治
介
入

に
対
し
ス
ト
権
を
確
立
し
て
闘
う

べ
き
だ
と
主
張
し
、同
年
6
月
の
Ｊ

Ｒ
総
連
第
5
回
大
会
で「
ス
ト
権

確
立
と
ス
ト
指
令
権
の
Ｊ
Ｒ
総
連

への
委
譲
」「
ス
ト
権
の
通
年
確
立
」

を
突
如
提
起
し
ま
し
た
。

　

旧
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、6
月
の
第

5
回
大
会
で
こ
の
問
題
に
つい
て
職

場
討
議
を
行
う
方
針
を
決
定
し
、

各
分
会
で
討
議
を
行
い
ま
し
た
が
、

Ｊ
Ｒ
総
連
への
ス
ト
権
委
譲
に
対
し

て
反
対
の
意
見
が
大
勢
を
占
め
、

11
月
の
第
8
回
中
央
委
員
会
で

は
、こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、単
組
の

主
体
性
の
堅
持
、自
主
性
の
発
揮
、

組
織
介
入
を
許
さ
な
い
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
以
降
、Ｊ
Ｒ

総
連
は
旧
Ｊ
Ｒ
西
労
組
へ
の
批
判

を
強
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ス
ト
権
委
譲
問
題
の
ほ
か

に
も
、前
号
で
紹
介
し
た
動
労
、真

国
労
出
身
者
へ
の
内
ゲ
バ
事
件
と

革
マ
ル
派
と
の
関
係
や
、1
9
8
7

年
6
月
の
鉄
道
労
連
盛
岡
地
連
事

件
※（
下
段
を
参
照
）に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
な
、動
労
系
組
合
員
に
よ

る
非
民
主
的
な
組
織
運
営
の
問
題

な
ど
、旧
Ｊ
Ｒ
西
労
組
内
に
お
け

る
Ｊ
Ｒ
総
連
に
対
す
る
不
信
は
日

増
し
に
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、1
9
9
1
年
2
月
19

日
、旧
Ｊ
Ｒ
西
労
組
第
9
回
中
央

委
員
会
に
お
い
て
、大
松
委
員
長
は

挨
拶
で「
西
日
本
鉄
産
労
と
の
組

織
統
一
」
と

「
Ｊ
Ｒ
総
連

と
の
関
係
断
絶
」に
つ
い
て
述
べ
た

と
こ
ろ
、議
場
は
騒
然
と
な
り
、旧

動
労
系
ら
中
央
執
行
委
員
5
名

が
退
席
。紛
糾
の
末
に
休
会
と
な

り
ま
し
た
。3
月
30
日
に
再
開
中

央
委
員
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た

が
、中
央
執
行
委
員
の
定
数
は
16

名
で
、5
名
の
ほ
か
1
名
が
病
気
休

職
中
だ
っ
た
た
め
、成
立
要
件
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
委
員
会
で
は
、傍
聴
者
が
多
数

押
し
か
け
て
野
次
と
怒
号
が
飛
び

交
い
、演
壇
が
倒
さ
れ
る
な
ど
暴
動

寸
前
の
異
常
な
状
況
の
中
、結
局

流
会
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、繰
り
返
し
中
央
委

員
会
、中
央
執
行
委
員
会
が
流
会

す
る
中
、旧
動
労
系
の
組
合
員
は
、

42
人
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
信

楽
高
原
鉄
道
列
車
事
故（
5
月
14

日
）か
ら
9
日
後
の
5
月
23
日
、旧

Ｊ
Ｒ
西
労
組
を
脱
退
し
て
Ｊ
Ｒ
西

日
本
労
働
組
合（
J
R
西
労
、4,

8
0
0
人
）を
結
成
し
ま
し
た
。こ

の
時
の
反
省
か
ら
、現
在
の
規
約
で

は
、大
会
な
ど
会
議
は
、執
行
部
の

出
席
と
は
関
係
な
く
、議
決
権
を

持
つ
者
の
3
分
の
2
以
上
の
出
席

で
成
立
す
る
旨
を
定
め
て
い
ま
す
。

1
9
9
1
年　

 

月
6
日

新
生
Ｊ
Ｒ
西
労
組
を
結
成
す
る

　

こ
う
し
た
動
き
の
中
、鉄
産
総

連
は
、旧
Ｊ
Ｒ
西
労
組
第
9
回
中

央
委
員
会
の
翌
日
、2
月
20
日
に

第
7
回
拡
大
中
央
委
員
会
を
開

催
、村
吉
委
員
長
は
西
日
本
鉄
産

労
と
の
組
織
統
一
を
提
唱
し
た
大

松
委
員
長
発
言
を
歓
迎
す
る
旨

挨
拶
し
ま
し
た
。そ
し
て
、西
日
本

鉄
産
労
は
5
月
よ
り
組
織
統
一

を
め
ざ
す
職
場
討
議
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

旧
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、西
労
脱
退

後
の
1
9
9
1
年
7
月
4
日
〜
6

日
に
開
催
し
た
第
6
回
中
央
本
部

大
会
で
、Ｊ
Ｒ
総
連
か
ら
の
脱
退
と

西
日
本
鉄
産
労
と
の
統
一
を
正
式

に
決
定
、西
日
本
鉄
産
労
も
7
月

26
日
に
第
6
回
定
期
大
会
を
開
催

し
、旧
Ｊ
Ｒ
西
労
組
と
の
組
織
統
一

を
め
ざ
す
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
。そ
の
後
、両
者
の
協
議
や
労
働

協
約
改
訂
交
渉
の
統
一
行
動
な
ど

を
経
て
、12
月
5
日
、旧
Ｊ
Ｒ
西
労

組
、西
日
本
鉄
産
労
は
そ
れ
ぞ
れ

臨
時
の
解
散
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、翌
6
日
に
大
阪
市
の

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
に
お
い
て「
輝
け
る

未
来
に
向
け
て
新
た
な

Ｊ
Ｒ
労
働
運
動
を
創

造
し
よ
う
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
て
結
成
大

会
を
開
催
し
、現
在
の

組
織
で
あ
る
西
日
本

旅
客
鉄
道
産
業
労
働

組
合（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
、

後
に
正
式
名
称
を
現

在
の「
西
日
本
旅
客
鉄

道
労
働
組
合
」に
改

称
）が
誕
生
し
た
の
で

す
。初
代
中
央
執
行
委

員
長
に
矢
後
希
悦
氏
、

書
記
長
に
葛
野
和
明

氏
が
就
任
、発
足
時
の

組
織
数
は
3
5,
0
0

名
、
組
織
率
は
76.
2

％
で
し
た
。

　
　
（
裏
面
へ
続
く
）
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※鉄道労連盛岡地連事件
　当初開催予定だった盛岡地連大会は、地連執行
部の準備上の問題から東鉄労本部に延期を要請し
ていた。東鉄労松崎明委員長は、当初大会開催だっ
た6月6日に自分の講演会を開催することを6月3日
に指示、6日に集まった動労系組合員（鉄労などの
他組合員は大会延期を受けて参加していない）を中
心とする講演会を急遽、盛岡地連再建大会と位置づ
け当日集まった動労系組合員を全員代議員として講
演会を大会に変更、執行部役員の改選を行った。そ
の結果、鉄労系役員４名が執行部から排除された。
6月19日の東鉄労中央執行委員会で、盛岡地連大
会は有効であると、多数決による採決を行い中央本
部決定との見解で、組合員不在の盛岡地連大会執
行部役員改選を正当化した。

ＪＲ西労組結成２５周年を機に
歴史を振り返り責任ある未来につなげよう！

ＪＲ西労組結成２５周年を機に
歴史を振り返り責任ある未来につなげよう！

ＪＲ西労組結成２５周年を機に
歴史を振り返り責任ある未来につなげよう！

ＪＲ西労組結成２５周年を機に
歴史を振り返り責任ある未来につなげよう！
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R
西
労
組
の
結
成
か
ら

第
5
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定
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1
9
9
4
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7
月
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結
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2
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Ｊ
Ｒ
発
足
か
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新
生
Ｊ
Ｒ
西
労
組
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結
成
へ


